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3--1 スタイル・ジャンル
（執筆者：平田圭二）

3--1--1 スタイル・ジャンルの意味
多数の人が所属するコミュニティに多数の楽曲が存在するとスタイルやジャンルが発生す

る．この時，1曲だけではスタイルやジャンルとは呼ばれないとすると，同じような楽曲が

何曲くらい集まったらスタイルやジャンルと呼ばれるようになるのだろうか．また，スタイ

ルやジャンルは一般に階層構造を成しているが∗，それは，あまりに幅の広い楽曲群を 1つの

スタイルやジャンルにくくるのは不自然だからである．では，スタイルやジャンルを定めて

いる境界線をある曲が越えているかどうかはどのようにして決まるのだろうか．つまり，ス

タイル・ジャンルは，個々の楽曲間に共通する要素が人々に認識されるようになることと (前

者の共通性の認識)，個々の楽曲を比べた時お互いどこを特異な部分と認識されるようになる

こと (後者の特異性の認識)の 2面から決まる．

音楽辞典1)によれば，音楽学におけるスタイル (様式)とは，音楽作品の持つ具体的な特性

に関して形式的特徴として現れる類型のこととある．類型の例としては，楽式 (楽曲の形式)，

表現材料や題材 (神話，事件)，楽器 (ピアノ，ヴァイオリン)，時代 (バロック，現代)，個人の

素質，人格，技巧 (バッハ，モーツアルト)，民族 (スペイン，中華，アフリカ)，流派 (ウィー

ン，ヴェネチア)　等が挙げられる．ジャンルも同様に，何らかの音楽的な分類を意味する．

これらの類型は，共通性の認識と特異性の認識が互いに影響を及ぼしあいながら，時間をか

けてコミュニティ内で到達した合意の一部であり，共通性の認識と特異性の認識のトレード

オフと言ってよいだろう2)．

しかし，音楽情報処理におけるスタイル・ジャンルの意味は，音楽用語のそれとは大きく

異なっている3)．音楽情報処理におけるスタイル・ジャンルとは，楽曲群を機械的に分類す

るために決められた名前 (ジャンル名，スタイル名†)の集まりのことである．音楽用語とし
てのスタイル・ジャンルのように音楽的な根拠をもってその名前が付けられる場合もあれば，

音楽的な理由とは無関係な理由でクラスタリングを行い名前が付けられる場合もある (例え

ばビジュアル系など)．

3--1--2 2つのアプローチ
自動スタイル・ジャンル分類のアプローチは大きく，音響信号に基づく方式 (content-based)

とメタデータに基づく方式 (metadata-based)に分けられる．これは，楽曲間の類似度あるい

はアーティスト間の類似度を算出するのに，音響信号の音響特徴量を使う方法とメタデータを

使う方法が有効だからである．前者の音響信号に基づく自動スタイル・ジャンル分類に関す

る優れたサーベイとして文献4) がある．後者には，様々な手段で獲得されたメタデータに基

づく方法5) や，Web上での共起単語を用いた協調的フィルタリングに基づく方法6) 等がある．

∗ 場合によっては，1 つの楽曲が複数のジャンルに属することもあり，厳密には階層構造ではない．
† ジャンル名の例にはジャズ，ポップ，ロック，クラシック等がある．スタイル名は一般に，ジャンルよ
りさらに細分化された分類を指す場合が多い．例えば，ロックはさらにハードロック，へビィメタル，プ
ログレ，グラム，パンクなどサブカテゴリに分かれている．
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一般に，楽曲群をいくつかのクラスタに分割する属性や尺度は，上述の共通性の認識や特

異性の認識に対応して，音響的なものからテキストによるものまで多種類考えられ，それら

は通常異なるクラスタリング結果をもたらす．例えば和声進行という尺度による楽曲群の分

割と，テンポという尺度による楽曲群の分割は異なる．自動スタイル・ジャンル分類の研究

とは，互いに異なるクラスタリング結果をもたらすような尺度を適切に組み合わせて，目標

とするスタイル・ジャンル分類を精度高く実現する課題と換言できる．さらに，付与される

スタイル・ジャンル名が 2個以上の場合もある．

音楽の専門知識のない人でもある程度安定してスタイル・ジャンル分類できるということ

から，それほど高度な音楽知識を仮定せず，人が普通に持っているような識別能力を実現すれ

ば，ある程度まで自動的にスタイル・ジャンル分類できるという仮説が支持されている．実

際，音響信号から様々な音響特徴量を取り出して特徴ベクトル間の距離を算出するアプロー

チでも用途を限定すれば実用的に十分な場合がある．しかし，人でも識別の間違いが起きる

ようなスタイル，例えば時代，民族，流派を音響特徴量だけで識別するのは難しい．このよ

うな場合は，上述の 2 つのアプローチを混合したり7)，高度な音楽知識を利用することが効

果的である．

3--1--3 研究事例
スタイル・ジャンル分類に利用される音響的特徴量の多くは，人が楽曲を聴取する時に注

意を向けている特徴や部分はどこかという内省に基づいて見い出されたものである．音楽の

3要素は旋律，和声，リズムと言われるが，この内，旋律と和声に関する特徴はスペクトログ

ラムのテクスチャとして出現する音響的特徴に関連付けられ，リズムに関する特徴は時間方

向の周期的パターンとテンポに関連付けられることが多い．着目した特徴に関する情報を楽

曲全体に渡って収集する方式 (bag-of-frames)と，時間順序に沿って収集する方式がある．音

色，テンポ，旋律の各マクロ情報を用いた研究の最初期のものに8) がある．ミクロ情報とし

て，リズム9) 低音旋律10)，和声認識11, 12) などを用いる研究がある．和声認識をしたあと，時

間軸に沿って和音進行どうしの類似度を比較するのに Dynamic Programming (DP)や Hidden

Markov Model (HMM)が用いられることが多い．次に，所与のスタイル・ジャンル名の集合

と特徴量ベクトルの集合を対応付けるため，パターン認識を行ったり，統計的なモデルを仮

定してそのパラメータを機械学習する4)．一方，記号処理レベルで，和声に基づくジャンル

分類を行う研究もある13).

スタイル・ジャンル分類に利用される重要な音響的特徴量や記号的特徴量に関しては，毎

年 MIREX (Music Information Retrieval Evaluation eXchange)というコンテストが開催され

ている14)．音楽情報検索 (MIR)は記号処理，信号処理，テキスト処理など多分野にまたがる

研究領域なので，最新のMIRアルゴリズムやMIRシステムの性能比較は容易ではない．そ

こで，Audio Genre Classification, Audio Artist Identification, Symbolic Melodic Similarityな

どの要素技術に細分化し，与えられたベンチマークに関して性能を直接比較する．第 1回め

のMIREXコンテストは ISMIR 2005 (London)会期中に開催された．
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